


令和元年 8月 山口県医師会報 第 1908 号

665



　　　523山口県医師会報

令和元年 8月第 1908 号

Contents

■新郡市医師会長インタビュー「宇部市医師会長」 ......................  ＜聴き手＞吉川功一　568
■今月の視点「スフィア ／ 人生会議」  .....................................................................  前川恭子　572
■山口県医師会 第 184 回定例代議員会  .......................................................................................　576
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＜傍聴印象記＞  ....................................  岡山智亮　587
■山口県医師会 平成 30年度 事業報告  ........................................................................................　588
■令和元年度 山口県医師会表彰式 ..................................................................................................　606
■令和元年度 郡市医師会救急医療担当理事協議会  ..............................................  前川恭子　608
■令和元年度 郡市医師会看護学院（校）
　　　　　　　担当理事・教務主任合同協議会  ...................................................  沖中芳彦　612
■社保・国保審査委員連絡委員会  ........................................................  萬　忠雄、清水　暢　621
■第 152 回 山口県医師会生涯研修セミナー
　　　　　　　 ................................................. 沼　文隆、清水　暢、清水良一、郷良秀典　624
■令和元年度 都道府県医師会勤務医担当理事連絡協議会  ................................  中村　洋　636
■理事会報告（第 6回、第 7回）  ....................................................................................................　642
■山口県の先端医療は 今・・・「ロボットスーツHAL®」  .................................  戸田健一　650
■飄々「『帯』のはなし」  .................................................................................................  吉川功一　653
■お知らせ・ご案内  ..............................................................................................................................　656
■日医 FAXニュース  .............................................................................................................................　662
■編集後記  ............................................................................................................................  広報委員　664

■表紙の写真に寄せて  ................................................................................... 柳井　河内山政彦    522

初音ミク、唯識、胡蝶の夢  .......................................................................................  山下智省　524
セブ島留学  －準備編－  ..............................................................................................  新川邦圭　526
フォトギャラリー ..........................................................................................................  中野考平　530
敗戦後、シベリア抑留をされた男の体験記録（人生の記録）を読んで  .....  藤本典男　532
エイジズム  .......................................................................................................................  森松光紀　535
美しい（七）十代  ............................................................................................................  塩見祐一　538
疾風のように  ...................................................................................................................  中村和行　540
絵画ギャラリー  ..............................................................................................................  早川幹夫　542
骨は語る  ...................................................................................................................  しまふくろう　544
私の俳句日記  ...................................................................................................................  篠原淳一　547
「ビルマの竪琴」とミャンマー  ................................................................................  岩本　功　548
俳句ギャラリー  .......................................................................  ふしの句会（山口市医師会）　551
なぜ此処に 第 3話  ........................................................................................................  吉次興玆　552
走り続けて 25年  ....................................................................................................... 売豆紀雅昭　555
3 つは同根  ........................................................................................................................  八木　謙　558
端（はし・さきっぽ）　その 15  ..............................................................................  若林信生　561
私がハマったもの ..........................................................................................................  広田　修　564



  緑陰  随筆 令和元年 8月 第 1908 号

　　　 山口県医師会報524

初音ミク、唯識、胡蝶の夢
下関市　山下　智省

　私の大好きな大好きな映画「2001 年宇宙の旅」
にこんなワンシーンがある。
　木星に向かう探査宇宙船の中。長期間に及ぶ任
務の間、クルーはジョギングをしたり、コンピュー
タHAL を相手にチェスをしたりして余暇を過ご
すのだが、その顔は常に無表情である。地球の両
親から届いた誕生日祝いのメッセージビデオを見
る時もそれは変わらない。ビデオを見終わり、ベッ
ドに寝そべっていたクルーはHAL に冷たく命じ
る。「枕を下げてくれ」。バックに流れるハチャトゥ
リアンのアダージョの陰鬱なメロディが寂寥感を
かきたてる。宇宙の旅とは、かくも孤独で退屈
なものなのだと想像させられる場面だ。このシー
ンが秀逸なのは、テクノロジーを介したコミュニ
ケーションのむなしさを伝えているからである。
人間は生身の人との対話やふれあいに安らぎと価
値を感ずるものなのだ。
　とまあ、以上の解釈に異を唱える人はあまりい
ないと思うが、この納得感がはげしく揺さぶられ
る現象に遭遇した。「初

はつ
音
ね
ミク」である。

　初音ミクにあまり詳しくないむきに説明する
と、元々はヤマハの開発したソフトウエア音源な
のだが、それよりも少女アニメ・キャラクターを
想像するのが早いだろう。これが歌ったり踊った
りするのだけれど、目を疑ったのは、CG合成さ
れた初音ミクのライブ映像を見た時だ。ステージ
上のヴァーチャル初音ミクに多くのファンが熱狂
している姿には、まったくドギモをぬかれた。
　よくできた CGとは言え、初音ミクはまごうこ
となき 2次元の存在である。ネット空間やゲー
ムで楽しむことまでは理解できるが、現実のコン
サート会場に降り立ったその姿と、それを違和感
なく受け入れている観客たちの様子に、新しい時

代が来たのかもと戦慄を覚えたのである。存在を
実感し、愛着を持つ対象はもはや３次元である必
要はなく、2次元で十分なのではないかと。リア
リティなるものはどこに行ってしまうのだろうか
と。

　初音ミクから受けた衝撃をもう少し掘り下げて
みる。
　ヴァーチャル・リアリティというと、昭和世代
のオジサンからすれば、空虚な実体のないものと
いったところである。しかし、一方で我々が実体
としてとらえているものが、はたしてどこまで確
実なものなのかということにおいては、はなはだ
こころもとないのではないだろうか。ヒトが認識
しているあらゆるものは、脳が創り出したイメー
ジに過ぎないからである。
　ある実話を例にとる。『46年目の光』（ロバート・
カーソン著、NTT 出版）という本に書かれた話
だ。健康な子供であったメイは、3歳のときに不
慮の事故で失明。以後、盲目のまま何不自由のな
い社会生活をおくっていた（ここがポイント）が、
46 歳になって幹細胞移植手術を受け、視力を取
り戻す。その半生をつづったノンフィクションで
ある。
　手術が成功し、いよいよまぶたを開くことに
なったメイの目に飛び込んだのは、四方八方から
降り注ぐ光と色と形のパズルであったという。続
いて、徐々に色の種類や物体の輪郭を識別できる
ようになる。その後は盲目時代にたくわえた知識、
音や臭いや触感といった視覚以外の情報、周囲の
助言などを手掛かりに、認識できるものを少しず
つ増やしていった。ほどなく社会生活には復帰で
きたが、見えるものを“正しく”認識するリハビ
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リは 5年以上続けられているところで本は終わ
る。
　メイの体験は、視覚情報と“見えているもの”
とは同じではなく、世界を認識するには、脳の手
が加わらなければならないことを示唆している。
視力回復後のメイのたどったプロセスは、生まれ
て目が開いたばかりの赤ん坊が周囲を理解してい
くプロセスとおそらく同じなのだろう。これには
言語の習得が密接に関係しており、ものごとの記
号化のプロセスにほかならない。
　脳は五感というセンサーを通じて得られた外部
情報をもとに、記号化などを経て世界を再構築す
る。我々はその世界の中に生きているに過ぎない
のだ。ここで考えてみる。脳が認識する情報を提
供する感覚は、そもそもどれほど上等なものなの
か。
　我々が外部情報を得るのにもっとも頼っている
感覚は視覚であろう。ご存知のように、太陽光の
うち、ヒトが知覚できるのは可視光だけである。
つまり、ヒトの視神経は波長およそ 0.4 ～ 0.8 um
の範囲の光のみに反応し、その外側にある紫外線
や赤外線、さらには電磁波や放射線を見ることは
できないわけだ。よく言われることだが、色あざ
やかな花も、ヒトが見ている花と、昆虫が見てい
るそれとは同一ではない。
　他のセンサーはというと、可聴周波数はおよそ
20 ～ 20,000Hz で、コウモリのように超音波を
感知できない。臭覚の感度はイヌやクマにはるか
に及ばない。味覚にいたっては舌の上に 6種類
のレセプターを持っているにすぎない。ヒトのス
ペックはこの程度のものなのであり、不完全な情
報から構築されるイメージが、真実の世界でない
ことは明らかであろう。この世には、我々の知り
えないブラックボックスが横たわっていることを
自覚すべきだ。

　あらゆる存在は、脳が創り出した主観的なイ
メージに過ぎず、客観的な存在ではない。この世
界観はまさに仏教が説く唯識にほかならない。さ
らに唯識論はあらゆる存在は実体のない無常、つ
まり「空」であるという教えに連なる。色即是空、
空即是色。仏教が 1500 年も前にこの思想に到達

したことに驚きを禁じ得ない。数ある宗教の中で、
仏教がもっとも科学的真理に近いのではないかと
私が考える理由の一つである。
　実際、現実を認識する時と夢を見ている時との
脳の状態や変化は、大脳生理学上区別できないの
だそうだ。現実と夢の境界は、実はあいまい！こ
のことは、すでに古の先人が気づいていた。中国
の故事「胡蝶の夢」である。
　ある男が眠っていると、蝶になってひらひらと
飛んでいる夢を見た。目覚めた男は、はたして自
分は蝶になった夢を見ていたのか、それとも今の
自分の方が蝶の見ている夢の存在なのか、という
疑問に思い至る。という説話だが、あながち荒唐
無稽な話ではないようだ。
　再び、初音ミクに戻る。ステージ上の初音ミク
に熱狂する観客たちの頭の中はどんな状態なのだ
ろうか。ペンライトを振り、飛び跳ねている自分
と、ヴァーチャルな 2次元を見ている自分。も
うそれを区別することに意味すら求めていないよ
うに見える。私は批判的な立場で初音ミク現象を
論じているわけではない。新感覚を持つ次世代の
到来を予感しているのである。なぜなら、この感
覚が「胡蝶の夢」のそれと似ているから。夢を見
た男は荘子であり、自由な境地、自由な生き方を
説いた思想家であった。
　とはいえ、新世代の感覚をすんなりと受けいれ
られるほど、昭和のオジサンの頭は柔軟ではない。
現実は現実としてありありと実感できないと不安
この上ない。では、どうやって？一つの方法は、
ものをじかに触ってみて、そのものが確かに存在
することを実感することだろう。まことに単純で
あり、確実な証明とは言えないまでも。
　有名な「ペンフィールドの脳地図」が示すよう
に、脳の体性感覚をつかさどる部位において、手
や指の感覚に対応する領域が大きな部分を占めて
いる。モノに触れる感覚に脳が重きを置いている
この事実は、実態とそうでないものとの折り合い
をつけるために、生命が進化のプロセスに加えた、
いくばくかの圧力を示しているのかもしれない。
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セブ島留学  ―準備編―
徳山　新川　邦圭

　一昨年、娘の薬学部受験について書きましたが、
早いもので、今度は息子が受験生となりました。
来年度からは、センター試験も大学入学共通テス
トと名称を変更し英語 4技能の検定試験を受験
することになりました。以前の日本の英語教育は
読み書き重視でしたが、最近は会話重視になって
きて、限られた時間の中で、どうやって習得させ
ようかと悩んでいる先生も多いのではないでしょ
うか？今年度受験の息子も英語能力証明書が必須
ですので、この夏休みは英語の語学留学をさせる
ことにしました。海外留学と言えば、最近はヨー
ロッパやアメリカが物騒なので、オーストラリア
やカナダなどの治安の良い国の人気が高くなって
いるそうです。ただ、今回は受験生ですので、現
地の方との交流を中心としたQOL 重視の留学で
はなく、英会話能力の向上に主眼をおいて留学先
を探しました。そして、日本との距離や滞在コス
トなども考慮して、セブ島が一番いいだろうとい
う結論になりました。
　セブ島に決めた一番の理由は、格安のマンツー
マンレッスンです。その他の国では通常グループ
レッスンが主ですが、物価の関係でそれでも留学
費用はセブ島の倍はします。グループレッスンで
は、控えめな日本人ではついつい気後れしてしま
い、喋るきっかけがなく全く上達しなかったとい
う体験談もよく見かけます。セブ島では、特に韓
国系のスパルタ校などは、CMではありませんが
厳しいレッスンで「結果にコミットする」ことを
売りにしています。スパルタ校も良いとは思いま
すが、今回は高校生を一人で行かせるので、日本
人スタッフのいる学校の方が安心なので、日系の
学校に 3週間留学させることにしました。ちな
みに、学校に事前に支払った留学費用は 1コマ

50分で１日8コマ（マンツーマン6コマ＋グルー
プ2コマ）＋自由参加のグループレッスン2コマ、
2人相部屋 3食付きで 20万円弱です。
　セブ島はフィリピンですが、日本からのアクセ
スは良く、直行便が成田・名古屋・関空から飛ん
でいます。セブ島へは、首都のマニラ経由だと福
岡からも飛んでいますし、便数も多く料金も安い
のですが、子供を一人で行かせるときには避ける
べきルートです。マニラの到着が遅れて乗り継げ
なくなったら最悪ですし、そうでなくてもマニラ
の空港は世界のワースト１に何度も選ばれた悪名
高い空港です。多少高くても安全第一です。ちな
みに関空発のフィリピン航空の座席にはモニター
がありません。自分でタブレットなどに搭乗前に
専用アプリを入れておいて機内エンターテインメ
ントを利用します。
　行きは関空発ですので、日本語も通じますし、
直行便でセブ空港にたどり着きさえすれば、現地
スタッフが出口まで迎えに来てくれているので、
特に心配することは無いと思います。また、他の
国の多くがホームステイを基本にしているのに対
して、セブ島の語学学校は寮と食事付きのところ
が多いです。今回お世話になる学校も寮が学校の
敷地内に併設されており、休日を含めて滞在中は
3食付きですから、とりあえずひもじい思いをす
ることはありません。また、宿舎にはWi-Fi もあ
りますし、希望者には現地の SIM カードを用意
してもらえるとのことで、息子のスマホは SIM
フリーですので日本と同じようにスマホが使える
ため連絡も取りやすく安心です。
　ただ、セブ島はフィリピンの中では比較的に治
安がいいとは言っても、やはり危険な面もありま
すから、高校生は基本的に学校から一人では外出
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禁止だそうです。でも、土日は休校なので自由時
間です。セブ島はビーチリゾートですから学校内
にツアーデスクがありますので、他の留学生と一
緒にアイランドホッピングなどのツアーに出かけ
ることができるそうです。
　心配なのはセブ島への行きよりも帰りです。基
本的に学校での現地解散ですので、何かトラブル
で帰って来られなくなると困りますので、私達も
夏休みをとって後追いでセブ島に行って隣のホテ
ルに滞在して一緒に帰ってくることにしました。
　フィリピンの中では比較的安全なセブ島とはい
え、先に子供一人で行かせるので色々と事前準備
は必要です。まずは現地での滞在費用ですが、一
番簡単なのは日本円の現金を持っていって現地で
両替することです。滞在費用は物価が安く、3食
付きですので、レジャー費を含めて月に 3万円
もあれば十分のようです。でも、海外で万一足り
なくなったときのことを考えると、カード類が
あった方が安心です。クレジットカードは基本的
に高校生には発行されませんが、デビットカード
なら高校生でも発行可能です。
　次に、子供 1人での留学ですので病気や怪我
の心配もしないといけないのですが、日本のよう
に支払い能力がなくても、とりあえず治療をして
くれるなんて事は期待できないので、海外旅行
保険を掛けておくことが大切です。今回は、クレ
ジットカードの附帯保険を使うことにしました。
私が持っているカードは合算で、扶養家族も治療
費 400 万円ぐらいの補償はあるので、セブ島な
ら治療費には間に合うかと思いますが、死亡・後
遺障害補償などは少ないので、万一のことも考え
て補償の充実した家族カードを高校生の息子にも
1枚作って持たせることにしました。さきほど高
校生では基本的にクレジットカードを発行して
くれないと書きましたが、留学の場合は例外とし
て家族カードを発行してくれるカード会社がいく
つかあります。私が持っているカードもそのうち
の一つで、3週間の短期留学でも発行していただ
けました。息子のカードの発行には年会費として
3,000 円かかりましたが、空港ラウンジが使える
プライオリティ・パスが無料でもらえますし、関
空までの往復スーツケース宅配１つ無料といっ

たサービスもあります。往復空港宅急便は 5,000
円程かかりますので家族カードの年会費は簡単
に元を取れそうです。ただし、高校生の家族カー
ドは渡航中の使用に限られ、帰国後 10日以内に
家族カードの解約手続きをとるようにと申込書に
書かれていました。また、息子の行く学校には、
医務室もあり看護師が日中は常駐しており、週 2
回はドクターも来るそうです。セブ島には日本人
観光客が多いのでジャパン医療デスクもあります
から、ちゃんと保険を掛けておけばキャッシュレ
スで言葉の心配も無く安心です。反対に保険を掛
けておかないと、ツアーなどで事故に巻き込まれ
ても、フィリピンでは損害に見合うだけの高額な
保険金を得られることはないそうで、「ツアーで
事故が起きても満足な金銭的な補償はありません
ので、ちゃんと日本で海外旅行保険を掛けてきて
ください」と現地ツアー会社のHPにも書かれて
います！
　現地の交通に関してですが、ジプニーと呼ばれ
る路線バスはとても安いですが、観光客はスリな
ど犯罪のターゲットになりやすいので学校からは
利用を禁止されています。治安面から近距離でも
タクシーの利用を勧められています。ただ、タク
シーも日本に比べると料金は安いのですが、よく
メーターを倒さず料金の交渉が必要でおつりもく
れないし、日本と違い遠距離や辺鄙な所へは帰り
の客が取れないからと、よく乗車拒否されるそう
です。また、タクシーでも強盗に遭うということ
があるそうなので、できれば配車アプリを利用し
たGrab Carの利用をお勧めします。スマホがネッ
トにつながらないと利用できないですが、事前に
アプリで目的地を指定して料金も決まっており降
車時にはクレジットカードで自動決済されるの
で、目的地の説明や料金交渉をする必要もなく、
車は綺麗でドライバーの質も良いので安心と安全
を買えます。
　また、旅先で困るのはなんと言ってもトイレ。
ちなみに、セブ島では、WC（Water Closet）で
はなく、CR （Comfort Room：シーアール）と言
うそうです。でも、この CRの実体は大変！トイ
レットペーパーが無いのは当たり前。なんと、便
座さえ外出先では無いことが多く、ドアの鍵が壊
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れていてドアが閉まらないことも結構あるそうで
す。そのため、息子の行く学校では到着後、翌朝
一番にすることは近所の両替所とトイレットペー
パー等の購入のためにスーパーに行くことだそう
です。トイレットペーパーは東南アジアでは配管
がすぐ詰まるためペーパーを流せないので、便器
の横のゴミ箱に捨てるというのは仕方ないのです
が、便座のない洋式トイレはどうしたもんだか？
現地の人たちは、中腰の空気椅子で頑張るか、便
器の縁の上に足を乗せて器用にしゃがんで用をた
すそうです。かよわい妻達にはおそらく耐えられ
ない事態ですので、何かいい手はないかと考えて
いるとありました！運のいいことに、昨年商品化
されたばかりで、商品の名前は「イケベン」、開
発者はイタリアの旅行時にやはり便座のないト
イレに辟易としたそうで、クッション性が良く、
携帯性に優れていて手を汚さずに収納でき簡単
に洗えることをコンセプトにしており、すでに
amazon で販売していましたので、１つポチッと
しました。収納袋以外に便座除菌シートと、ずれ
ない便座シートがセットになっていました。これ
で安心してセブ島に妻や娘を連れて行けます。
　あとレストランですが、やはり注意するのは水
です。間違っても水道水を飲んではいけません。
氷も要注意です。また、ローカルレストランで

生野菜などを食べるのもお勧めしません。高級ホ
テルや語学学校などでは氷は飲料水で作り、生野
菜も飲料水で洗っているので大丈夫とのことです
が、そこはフィリピン、完全に信用するのは危な
いかも？飲食は自己責任でお願いします。気をつ
けないと帰りの飛行機が修羅場になりますので。
　危ないと言えば、フィリピンは銃社会です。街
中でも普通に警備の方々が銃を持って立っていま
す。20 年ほど前、初めてセブ島で日系の有名な
隠れ家リゾートホテルに泊まった時のこと、プラ
イベートビーチに出て、ふとホテルの方を振り返
ると物見櫓が有り、よく見るとそこからスタッフ
が双眼鏡とライフル銃を持ってビーチの警備をし
ているではないですか！それに気づいて、とん
でもない危険地帯に来てしまったと後悔したも
のです。セブ島で隠れ家リゾートというと、立地
はとても辺鄙な所で周辺にはバラック小屋しかあ
りませんでした。ショッピングは、1日に 1回ホ
テルからセブ市街のショッピングモールへ 1時
間かけて行く送迎車だけが頼りでした。今では周
囲の街も発展しているのでしょうけど、セブ島で
ビーチリゾートを楽しみたいのでしたら、セブ本
島ではなくリゾートホテルの建ち並んでいるマク
タン島の方が安心です。また、セブ本島の観光名
所の多くはダウンタウンにありますが、この周辺

には危険地帯があるそうです。
ちょっと路地奥に入り込んだ
りすると、ドラッグ中毒の方が
多く、何をされるか解らないの
で地元のタクシーも行くのを
嫌がるとか。不幸にも犯罪に巻
き込まれて襲われた場合は、抵
抗せずに有り金を差し出しま
しょう。フィリピンは銃社会で
すので、命あっての物種です。
また、日本人の多くが持ってい
る iPhone はセブ島でも人気が
あり、よく観光客が盗まれるそ
うですので、あまり人前で見せ
るべきではありません。そうは
言っても、実際は現地の方の多
くはとてもフレンドリーで良折りたたんだ状態のイケベンのセット
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い方ばかりなのですが、やはりそこは平和ぼけし
た日本ではありませんので、犯罪に巻き込まれな
いように最低限の警戒は怠らないようにしましょ
う。

　最後に、話は英語学習に戻りますが、短期留学
だけでもみっちりマンツーマンで勉強すれば、あ
る程度の効果はあるのでしょうが、やはり「継
続は力なり」です。セブ島はオンライン英会話の
業者も多いのですが、運営状況は玉石混淆のよう
で、先生の質や通信環境などを良く検討して利用
しないとがっかりすると思います。フィリピンは
日本と比べてインフラは十分には整っていません
ので、まだ停電も多いですしネットの速度も高速
ではありません。オンライン英会話では通信イン
フラは命綱ですが、中にはとても回線状況の良い
とは思えない自宅から多くの教師がつないでいる

というオンライン英会話スクールもありました。
オンライン英会話は留学と一緒で基本的にスカイ
プによるマンツーマンですが、料金は特別なコー
スでなければ、1時間当たり 500 ～ 1,000 円程
度で、日本でグループレッスンの英会話教室に通
う半額以下で済むと思います。留学前や留学から
帰国してからもオンラインで英語の勉強を継続で
き、予約も自分の都合の良い時に取れるので、融
通がきいて結構便利です。冬の寒い夜に英会話教
室への送迎というのも大変でしたから、とてもあ
りがたい存在です。これで、息子の英語力が向上
すれば言うことなしですが、それは今後に期待し
ましょう。（笑）
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